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概要概要

本書では、OpenShift Serverless をクラスターから削除する方法について説明します。
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第1章 OPENSHIFT SERVERLESS の削除の概要
必要に応じて OpenShift Serverless をクラスターから削除するには、OpenShift Serverless Operator お
よびその他の OpenShift Serverless コンポーネントを手動で削除します。OpenShift Serverless
Operator を削除する前に、Knative Serving および Knative Eventing を削除する必要があります。

OpenShift Serverless のアンインストール後に、クラスターに残っている Operator および API カスタ
ムリソース定義 (CRD) を削除できます。

OpenShift Serverless を完全に削除する手順は、次の手順で詳しく説明します。

Knative Eventing のアンインストール。

Knative Serving のアンインストール。

OpenShift Serverless Operator の削除。

OpenShift Serverless カスタムリソース定義の削除。

第第1章章 OPENSHIFT SERVERLESS の削除の概要の削除の概要
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第2章 OPENSHIFT SERVERLESS KNATIVE EVENTING のアンイ
ンストール

OpenShift Serverless Operator を削除する前に、Knative Eventing を削除する必要があります。Knative
Eventing をアンインストールするには、KnativeEventing カスタムリソース (CR) を削除してから 
knative-eventing namespace を削除する必要があります。

2.1. KNATIVE EVENTING のアンインストール

前提条件前提条件

OpenShift Container Platform に対するクラスター管理者権限を持っているか、OpenShift
Dedicated に対するクラスター管理者または Dedicated 管理者の権限がある。

OpenShift CLI (oc) がインストールされている。

手順手順

1. KnativeEventing CR を削除します。

2. コマンドが実行し、すべての Pod が knative-eventing namespace から削除されたら、
namespace を削除します。

$ oc delete knativeeventings.operator.knative.dev knative-eventing -n knative-eventing

$ oc delete namespace knative-eventing

Red Hat OpenShift Serverless 1.32 Serverless の削除の削除
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第3章 OPENSHIFT SERVERLESS KNATIVE SERVING のアンイン
ストール

OpenShift Serverless Operator を削除する前に、Knative Serving を削除する必要があります。Knative
Serving をアンインストールするには、KnativeServing カスタムリソース (CR) を削除してから 
knative-serving namespace を削除する必要があります。

3.1. KNATIVE SERVING のアンインストール

前提条件前提条件

OpenShift Container Platform に対するクラスター管理者権限を持っているか、OpenShift
Dedicated に対するクラスター管理者または Dedicated 管理者の権限がある。

OpenShift CLI (oc) がインストールされている。

手順手順

1. KnativeServing CR を削除します。

2. コマンドが実行し、すべての Pod が knative-serving namespace から削除されたら、
namespace を削除します。

$ oc delete knativeservings.operator.knative.dev knative-serving -n knative-serving

$ oc delete namespace knative-serving

第第3章章 OPENSHIFT SERVERLESS KNATIVE SERVING のアンインストールのアンインストール
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第4章 OPENSHIFT SERVERLESS OPERATOR の削除
Knative Serving と Knative Eventing を削除した後、OpenShift Serverless Operator を削除することが
できます。これは、Web コンソールまたは oc CLI を使用して実行できます。

Web コンソールの使用によるクラスターからの Operator の削除

CLI の使用によるクラスターからの Operator の削除

障害のあるサブスクリプションの更新

Red Hat OpenShift Serverless 1.32 Serverless の削除の削除
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第5章 OPENSHIFT SERVERLESS カスタムリソース定義の削除
OpenShift Serverless のアンインストール後に、Operator および API カスタムリソース定義 (CRD) は
クラスター上に残ります。以下の手順を使用して、残りの CRD を削除できます。

重要重要

Operator および API CRD を削除すると、Knative サービスを含む、それらを使用して定
義されたすべてのリソースも削除されます。

5.1. OPENSHIFT SERVERLESS OPERATOR および API CRD の削除

次の手順を使用して、Operator および API CRD を削除します。

前提条件前提条件

OpenShift CLI (oc) がインストールされている。

OpenShift Container Platform に対するクラスター管理者権限があるか、Red Hat OpenShift
Service on AWS または OpenShift Dedicated に対するクラスターまたは専用管理者権限があ
る。

Knative Serving をアンインストールし、OpenShift Serverless Operator を削除している。

手順手順

残りの OpenShift Serverless CRD を削除するには、以下のコマンドを実行します。

$ oc get crd -oname | grep 'knative.dev' | xargs oc delete

第第5章章 OPENSHIFT SERVERLESS カスタムリソース定義の削除カスタムリソース定義の削除

7


	目次
	第1章 OPENSHIFT SERVERLESS の削除の概要
	第2章 OPENSHIFT SERVERLESS KNATIVE EVENTING のアンインストール
	2.1. KNATIVE EVENTING のアンインストール

	第3章 OPENSHIFT SERVERLESS KNATIVE SERVING のアンインストール
	3.1. KNATIVE SERVING のアンインストール

	第4章 OPENSHIFT SERVERLESS OPERATOR の削除
	第5章 OPENSHIFT SERVERLESS カスタムリソース定義の削除
	5.1. OPENSHIFT SERVERLESS OPERATOR および API CRD の削除


